
142 猪苗代湖の熱源的役割

　以上の値は必ずしも猪苗代湖の熱源的役割として確定

的な結果とはいえないが，今後定常的な観測ができるよ

うになればより確定的な値が計算し得るものと考えてい

る．simulation等の値との対比はその段階で行う．

　最後に御指導戴きました気象研究所藤田敏夫先生，観

測の援助を戴いた伊藤靖之，佐浦雅明，星好房各氏をは

じめ多くの福島大学学生諸氏に感謝の意を表します．な

お，この研究には特定研究〔猪苗代湖の自然〕の研究経

費を一部使用した．
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第22期第4回常任理事会議事録
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出席者　岸保，松本，荒井，河村，嶋村，杉村，竹内，

　　　　田宮，増田，村山

議　題

　1・予算関係

　　　100周年記念事業のため「天気」，「気象集誌」と

　　もに増頁となり，当初計画を遙かに上回り充実した

ものとなったので，このことに基づいて来年度の予

算案を検討することになった．

2．その他

　教育と普及委員に故会田勝氏の後任として，大

阪管区気象台の調査課長宮本一夫氏に委嘱するこ

とを了承した．

　新入会員の承認，小倉　肇ほか38名の新入会員を

承認．
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